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マザー湘南

「あったらいいな」と思うようなサービスを提供し
たいと話す「マザー湘南」のスタッフ
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療
養
適
所
介
護
ス
タ
ー
ト

茅
ヶ
崎
難
病
患
者
ら
の
孤
立
解
消

訪
問
看
護
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
る
「
マ
ザ
ー
湘

南
」
　
（
茅
ヶ
崎
市
柳
島
）

が
、
難
病
患
者
や
緩
和
ケ

ア
な
ど
が
必
要
な
要
介
護

者
ら
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

「
療
養
適
所
介
護
事
業
」

を
4
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
家
庭
で
ベ
ッ
ト
で

の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
人
た
ち
が
安
心
し
て
外

出
し
気
分
転
換
を
図
る
こ

と
で
孤
立
感
を
解
消
し
、

介
護
し
て
い
る
家
族
の
負

担
軽
減
も
目
指
す
も
の

で
、
同
市
内
で
は
初
の
試

み
と
い
う
。

マ
ザ
ー
湘
南
は
、
訪
問

看
護
を
し
て
い
た
看
護
師

ら
が
「
利
用
者
が
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
場

所
」
　
「
命
を
も
っ
と
輝
か

せ
た
い
」
と
い
っ
た
理
想

を
求
め
て
昨
年
開
業
し

た
。
訪
問
看
護
事
業
の
ほ

一
か
、
医
寮
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
日

中
一
時
支
援
事
業
や
、
外

出
の
付
き
添
い
と
い
っ
た

自
主
事
業
な
ど
、
5
事
業

を
展
開
。
約
2
0
人
の
ス
タ

ッ
フ
の
う
ち
1
3
人
が
看
護

師
で
、
創
設
時
の
理
想
を

追
い
続
け
て
い
る
。

療
養
適
所
介
護
は
、
緩

和
ケ
ア
が
必
要
な
末
期
が

ん
患
者
や
、
気
管
切
開
な

ど
の
た
め
医
寮
ニ
ー
ズ
が

高
く
看
護
師
に
よ
る
観
察

が
必
要
な
患
者
た
ち
の
た

め
に
、
国
が
2
0
0
6
年

に
誕
生
さ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
。
按
羞
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
も
呼
ば
れ
、
日
帰
り
で

入
浴
や
食
事
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
が
受
け
ら
れ
る
。

マ
ザ
ー
湘
南
で
も
看
護

師
ら
が
訪
問
看
護
を
す
る

中
で
、
難
病
な
ど
の
た
め

寝
た
き
り
の
患
者
や
家
族

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
事
業
に
乗
り

出
し
た
。
専
従
の
看
護
師

1
人
を
配
置
し
、
利
用
者

1
・
5
人
に
専
従
の
従
業

者
1
人
配
置
、
と
い
う
定

め
ら
れ
た
基
準
で
手
厚
い

看
護
や
介
護
を
す
る
。

施
設
は
「
居
心
地
が
よ

く
、
よ
り
自
然
に
過
ご
し

て
も
ら
う
」
た
め
に
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
設
け
、
カ
ー

テ
ン
や
布
団
カ
バ
ー
の
色

彩
や
模
様
な
ど
を
工
夫
し

た
。
ま
た
、
入
浴
も
看
護

師
が
付
き
添
う
リ
フ
ト
式

で
、
利
用
者
が
手
足
を
よ

り
自
由
に
動
か
せ
る
よ
う

に
し
た
。
送
迎
時
に
も
看

護
師
が
付
き
添
い
、
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

す
で
に
9
人
の
利
用
者
が

決
ま
り
、
当
面
は
1
日
4

人
程
度
を
受
け
入
れ
な
が

ら
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を

目
指
す
。
療
羞
適
所
介
嗜
咤
担
当

す
る
看
護
師
の
奥
谷
浩
子

さ
ん
（
4
0
）
は
「
『
マ
ザ
ー

湘
南
に
相
談
す
れ
ば
何
と

か
な
る
』
と
患
わ
れ
る
よ

う
な
、
温
か
く
安
心
で
き

る
場
所
に
し
た
い
」
。
マ

ザ
ー
湘
南
代
表
の
塚
田
桂

子
さ
ん
（
5
1
）
は
「
今
後
は

実
施
し
て
い
る
五
つ
の
事

業
を
安
定
さ
せ
、
家
族
も

ホ
ッ
と
で
き
る
よ
う
に
、

将
来
的
に
は
利
用
者
が
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

県
介
護
保
険
課
に
よ
る

と
「
療
養
適
所
介
護
の
サ

ー
ビ
ス
の
潜
在
的
な
需
要

は
高
い
も
の
の
、
設
備
整

備
に
資
金
が
か
か
り
、
看

護
師
の
人
材
確
保
な
ど
が

難
し
い
た
め
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
が
増
え
て
い
な

い
」
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ
は
マ
ザ
ー

多
彩
な
催
し
の

道
濯
ま
つ
り
開
催

伊
勢
原
で
き
ょ
う
ま
で

伊
勢
原
市
ゆ
か
り
の
戦

国
時
代
の
武
将
で
、
江
戸

城
を
築
城
し
牝
に
と
で
知

ら
れ
る
太
田
道
潜
を
し
の

ぶ
「
第
4
6
回
伊
勢
原
観
光

道
濯
ま
つ
り
」
が
5
日
、
小

由
急
伊
勢
原
駅
北
口
を
中

心
に
開
か
れ
た
。
6
日
ま

で
。
こ
の
日
デ
ビ
ュ
ー
し

た
市
公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ク
ル
リ
ン
」
の

生
み
の
親
、
里
見
節
子
さ

ん
（
6
6
）
＝
大
阪
府
泉
佐
野

市
局
指
示
ミ
ス
で
救
急
隊
撤
収

横
消
　
搬
送
遅
れ
の
男
性
数
日
後
死
亡

横
浜
市
金
沢
区
で
8

月
、
公
園
で
倒
れ
た
男
性

を
救
助
す
る
た
め
出
動
し

た
救
急
隊
が
、
現
場
に
近

づ
き
な
が
ら
、
市
消
防
局

消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
の
指

示
ミ
ス
で
引
き
返
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
男

性
は
後
か
ら
出
発
し
た
別

の
救
急
隊
の
草
で
病
院

に
搬
送
さ
れ
た
が
、
数

日
後
に
死
亡
し
た
と
い

う。
同
局
に
よ
る
と
、
8
月

日
日
午
後
2
時
5
3
分
ご

ろ
、
「
2
0
代
男
性
の
意
識
、

呼
吸
が
な
い
よ
う
だ
」
と

1
1
9
番
が
あ
り
、
消
防

司
令
セ
ン
タ
ー
の
指
令
管

制
貝
が
磯
子
救
急
隊
と
金

沢
消
防
署
の
消
防
隊
に
出

動
を
指
示
し
た
。
だ
が
、

同
セ
ン
タ
ー
の
別
の
管
制

員
は
同
3
時
4
分
、
磯
子

救
急
隊
の
走
行
位
置
を
十

分
確
認
し
な
い
ま
ま
「
位

置
が
遠
い
」
と
判
断
し
、

幸
浦
救
急
隊
の
出
動
を
指

ト
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